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　彼が語った狼の夢にちなんで狼男（Wolfsmann）というニックネームで呼ばれることになるフ
ロイトの患者、セルゲイ・パンケイエフ。この患者をめぐる症例研究論文は原光景（Urszene）、
事後性（Nachträglichkeit）といった精神分析の中核概念について初めて本格的な論考を展開し
たのみならず、ラカンにとっては重要な排除（Verwerfung）という語を最初に登場させたとい
う点でもきわめて注目すべき、いわゆる五大症例中でも最後にして、かつ最重要の論文である。
また、狼男に対する分析治療自体が計５年にもわたったのみならず、その後もフロイトと患者は、
お互いの死に至るまで切っても切れぬ、いわば腐れ縁で結ばれたような転移／逆転移の関係と
なってしまった。「フロイトの最も有名な症例」となった狼男はフロイトの死後さらに40年、
1979年まで生きたため、フロイト以後の詳しい予後とその治療歴、フロイトの治療失敗を事実上、
暴露してしまうような狼男自身による回想記やインタヴュー、精神分析以外の立場からの精神医
学的な診断などが豊富に揃っているほか、原光景と事後性をめぐっては物語論や解釈学、文学批
評の立場からも大いに論ずるに値する症例である。
　私の論文「フロイトと狼男」は長さの関係で分割掲載とならざるをえないので、最初に全体の
見通しを示しておこう。まず冒頭に年表を掲げて、パンケイエフの生涯と今後、考察する様々な
出来事、用いる主要文献などの見取り図を描く。ついで第１章ではフロイトの論文に的を絞って、
その基本構図を描き出し、第２章では狼の夢とそれをめぐる解釈について議論する（本稿ではこ
こまで）。第３章では引き続きフロイト論文の提示する原光景とその説得力について、治療失敗
の原因を探りながら批判的に論じる。第４章では立場によってはトンデモ本の極みとも見られか
ねないが、私は特筆すべき ｢狼男｣ 論であるのみならず、人間と人間を支配している言語（ロゴ
ス）についてのめざましい洞察に満ちた精神分析論の傑作と考えるアブラハムとトロークの共著
『狼男の言語標本』について紹介し検討するとともに、最後の第５章でささやかながら私の解釈
を付け加えて終わりたいと思う。というわけでまず年表であるが、年表は客観的事実と確認でき
る事柄、およびパンケイエフ自身が回想記やインタヴューで述べており、かつ嘘をつく必要がな
いと考えられる内容に限って編集し、必要に応じて私なりのコメントを加えた。その代わり、フ
ロイトがあったと想定しているものの、事実の確認できない出来事はすべて年表には含めず、第
１章以下に譲ることにした。
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1887年　１月６日、セルギウス・コンスタンティノヴィチ・パンケイエフSergiusConstantino-
vichPankejeff富裕なロシア貴族の息子としてウクライナ南部に生まれる。これが彼の
正式な名前であるが、慣例に従いセルゲイ・パンケイエフと呼ぶことにする。誕生日は
旧暦（ユリウス暦）によれば1886年12月24日、すなわちクリスマス・イヴである。進歩
的な自由主義者として政治活動にも熱心だった父親について、息子の回想記は、概して
子煩悩な優しい人というイメージを伝えているが、重い鬱病を患っており、入院してい
たこともあるようだ。母親もまた絶えず婦人科の病気に悩まされる心気症気味の人物で、
子育てに積極的に関わろうとしなかった。父親については梅毒との説もあり、そうなれ
ば母親の病気は父親からうつされたことになる。
 かくして、両親の影の薄いセルゲイの幼年時代を彩る人物は２歳年上で、勝ち気な姉ア
ンナ、死んだ自分の子の代わりとして彼に親身な愛情を注いだ下層階級出身の乳母
（ナーニャ）、英国人家庭教師のミス・オーヴン、後に現われる無神論者のオーストリア
人家庭教師リーデル氏などとなる。
1890年　この年のクリスマス頃、つまり４歳の誕生日頃、狼の夢を見たとフロイトに語る。パン
ケイエフ自身も夢を見たことは認めている。
1892年　パンケイエフ家はオデッサに移住し、オデッサ市内の家とその近郊の農園および領地に
あったお城のような邸宅が彼らの住まいとなる。（図３参照）
1905年　オデッサ大学法学部の学生となっていた18歳のパンケイエフは売春婦のところで初体験
するが、翌年、ある農家の娘（これがフロイトの分析で名前の挙がったマトローナと同
一人物かは不明）に淋病をうつされてしまう。フロイトによれば、この事件が「彼の自
己愛を破壊し」、心の病が顕在化するきっかけとなる。
1906年　姉アンナ、叔母の住むコーカサスで水銀を飲み服毒自殺を図る。いったんは命をとりと
めるものの、二週間後に心臓の衰弱のため死亡。セルゲイは抑鬱状態となる。
1908年　３月、ドイツ随一の精神科医と目されていたエミール・クレペリンEmilKraepelin
（1856-1926）をミュンヒェンに訪ねる。かつて父親をも診たことがあるクレペリンは、
躁鬱病という同じ診断を下す。彼はドイツに来ると、多幸症的な高揚した精神状態とな
り、クレペリンに勧められたミュンヒェン近郊、ノイヴィッテルスバッハのサナトリウ
ムで看護婦をしていたテレーゼ・ケラーと恋に落ちる。彼女には離婚歴があり、４歳の
娘もいたので、周囲の誰もがこの年上のドイツ人平民との結婚に反対する。また、ベル
リンでは精神科医テオドア・ツィーエン TheodorZiehen（1862-1950）に診断を仰いで
もいる。ところが、ロシアではモスクワを訪れていた父親がまだ49歳で、ホテルの部屋
で急死してしまう。パンケイエフは父が常用していた睡眠薬の過剰服用が原因ではない
かと言う。
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1910年　１月、23歳のパンケイエフは、オデッサの精神科医だったレオニード・ドロスネス
LeonidDrosnes（1880- ？）およびその助手の医学生と共にウィーンに現われ、フロイ
トの診察を求める。ドロスネスがフロイトを紹介したとされる。
1914年　６月28日、皇太子フェルディナントがサラエヴォで暗殺された日が分析の最終日だった
とパンケイエフは書いている。いっこうに進捗しない分析セッションに業を煮やしたフ
ロイトは、分析の終結日を設定するという強引な方法で、ひとまず分析を終わらせるが、
まもなく第一次世界大戦が勃発。オデッサに戻ったパンケイエフはテレーゼと結婚する。
1918年　フロイトの狼男に関する症例研究「ある幼児期神経症の病歴より AusderGeschichte
einer infantilenNeurose」発表される。1914年には完成していたこの論文の公刊が４年
遅れた理由について、著者は第一次世界大戦のせいと述べているが、これは大いに議論
の余地がある。
1919年　もともと母親ほか親戚たちとの折り合いが悪かったテレーゼは、結核にかかった娘エル
ゼの治療のため前年、ドイツに戻り、セルゲイもその後を追うが、その直後オデッサに
赤軍が進駐し、ロシアに戻ることはできなくなる。４月、ウィーンでフロイトに会った
彼は先の論文を献呈されると共に「なお残る転移の問題を解決するため」フロイトから
再度の分析を提案される。７月、エルゼはフライブルクの病院で死んでしまう。９月、
フロイトによる二度目の分析セッションが始まり、翌年３月まで続く。ロシア革命のた
め「無一文の亡命者」となっていた彼のために、この分析は無料で行われたばかりか、
フロイトは彼のために分析家仲間から募金をつのり、６年間にわたって彼に募金を提供
したとされる。しかし、彼は少なくとも ｢無一文｣ ではなかったようだし、後年の彼は
経済的援助については否定している。
1920年　33歳のパンケイエフはウィーンの保険会社で外交員の職にありつき、1950年に退職して
年金生活者となるまで、以後30年間、損害保険部門に勤める。保険会社の上司は、音楽
や絵画を好む知的な、好ましい人物だったという証言を残しており、彼が相手によって
全く違った顔を見せたことが分かる。
1923年　３月、フロイトは最初の口蓋の手術を受け、やがてそれが癌であることが明らかになる。
彼の精神的支柱であった人物の病気は、パンケイエフの精神状態にも悪い影響を与える。
1926年　夏、フロイトを訪ねて再度の分析を求める。鼻にできた吹き出物の手術跡が残って、醜
い顔になってしまったという心気症的な訴えが、今回の主訴であった。フロイトは自分
の弟子であった、アメリカ人分析家のルース・マック・ブランズウィックRuthMac
Brunswick（1897-1946）を紹介する。彼女の分析はまたしても無料で、10月から翌年２
月まで続き、1928年には彼女による「フロイトの『ある幼児期神経症の病歴』への補遺
EinNachtragzuFreuds>GeschichteeinerinfantilenNeurose<」が発表されるが、彼女
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はこの ｢補遺｣ 発表後も、数年間にわたって断続的にパンケイエフを診ているようだ。
1938年　３月、ナチスドイツがオーストリアを併合、フロイトもロンドンに亡命する決意をする。
そんな中、３月31日にテレーゼがガス自殺してしまう。ひどく落ち込んだ彼をその後、
医者としてと言うよりは友人として精神的に支えたのは、1926年から知り合っていたア
メリカ人の精神分析家、ミュリエル・ガーディナー MurielGardiner（1901-1985）であっ
た。パンケイエフは妻の死後、母親を呼び寄せて一緒に住むようになり、1953年に母が
89歳で没するまで、共に暮らした。
1971年　ガーディナー編によるパンケイエフの回想記を中心に、フロイトの論文、ブランズ
ウィックの「補遺」、編者による補足情報などをまとめた本『狼男自身による狼男 The
Wolf-ManbytheWolf-Man』出版される。この英語版の出版が一足先になったが、回想
記はもともとドイツ語で書かれたものなので、本稿では翌年出版のドイツ語版によって
引用する。
1974年　９月、オーストリアのジャーナリスト、カーリン・オプホルツァー KarinObholzer
（1943-）が87歳のパンケイエフに接触。1976年１月までの間、彼と定期的に会ってイン
タヴューを行う。その結果は死後に発表することという彼との契約に従って、1980年に
『狼男との対話 GesprächemitdemWolfsmann』として出版される。ガーディナー編の
回想記におけるパンケイエフが一貫して精神分析に好意的なのに対し、このインタヴュ
アーは批判的であり、そのような答えを彼から引き出そうとしているところに本書の特
色がある。ただし、40時間に及ぶインタヴューは本になる際に明らかに編集されており、
このインタヴュアーもフロイトに劣らぬ先入見を持って、期待するような答えを相手か
ら引き出そうとしていることは、忘れてはならない。
1976年　ニコラ・アブラハム NicolasAbraham（1919-1975）とマリア・トローク MariaTorok
（1925-1998）の共著による、きわめて独創的な研究書『狼男の言語標本 Cryptonomie:
LeVerbierdel'Hommeauxloups』出版される。前年に死去したアブラハムにとっては、
本書は遺作となる。仏語初版にはジャック・デリダが序文を寄せる。
1977年　７月、暑さのため自宅玄関で循環虚脱を起こして倒れるが、当時の主治医は彼を精神病
院に収容してしまう。なお、パンケイエフは晩年に至るまで、しばしば精神科医の助力
を必要とする状態になり、クルト・アイスラー KurtEissler（1908-1999）をはじめとす
る何人かの分析医がその治療にあたったことが知られている。オーストリア精神分析協
会からの経済的支援も続けられていたようだ。
1979年　５月７日、セルゲイ・パンケイエフ、92歳でウィーン郊外、バウムガルトナー・ヘーエ
の精神病院にて死去。この病院はオットー・ヴァーグナー設計のアム・シュタインホー
フ教会が敷地内にあることでも名高い。
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１．終わりある分析？　　フロイトの ｢狼男｣ 論文再読
　私がここで扱う患者は長い間、従順な不関性（Teilnahmslosigkeit）の態度の背後に隠れて、
手のつけられないほど防御を固めてしまっていた。彼は人の話に耳を傾け、理解はしたのであ
るが、何ものも自分に近づかせようとはしなかった。彼の非の打ちどころのない知性は、彼に
わずかに残された現実生活とのつながりにおいて彼の行動を支配していた衝動的な諸力からは、
まるで切り離されたような有り様であった。彼を動かして、自発的に分析治療に関わらせるよ
うにするためには、長い教育が必要であった。（1）
図１．（左）
セルゲイ・パンケイエフ
1910年の肖像写真
図２．（右）
羊毛のコートに身を包んだ
４歳頃のパンケイエフ
図３．オデッサ近郊のパンケイエフ家の豪邸、1903年の写真
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　フロイトは1910年に分析のセッションを始めた頃の患者の状態について、こんな風に書き始め
ている。この記述を素直に受け取れば、患者はほとんどアパシーと言っても過言ではないほどの
重い抑鬱状態にあったようである。今日の精神科医たちの多くは、彼の病状をフロイトが論じた
ような神経症の枠内だけで理解するのは難しいと考えている。神経症と精神病の間に位置する境
界例、あるいは自己愛性人格障害といったところが、ありうべき診断だろう。たとえば、邦訳の
ある手近な文献では、ハロルド・Ｐ・ブルムが「重い自我障害を伴うが不可逆的自我の解体も精神
病的な構造の断片化も伴わない、精神病に近い状態｣（2）、すなわちオットー・カーンバーグが定
義した通りの境界例として論じている。しかし、よく読み直してみると、題名に ｢ある幼児期神
経症の病歴より｣ とある通り、フロイトは患者の幼児期の状態を強迫神経症（Zwangsneurose）
と診断しただけで、現在のパンケイエフについては病名さえ付けていないのである。なぜ、目の
前にいる患者の今の病状を論じようとしないのか。彼自身の説明はこうである。「患者の直接の
求めにもかかわらず、私は彼の発病、治療、治癒に至る完全な病歴を書くことは断った。なぜな
ら、その課題は技術的に実行不可能であるし、社会的にも許されないと思ったからである」（3）
　フロイトのテクストを読み慣れている者にとっては、この告白はあまりにストレートで拍子抜
けするほどだ。狼男の物語はその幼年期だけでも十分にスキャンダラスで、完全な病歴を書くこ
とが ｢社会的にも許されない｣ というのは口実に過ぎない。端的に言って、彼は現在のパンケイ
エフは自分の手に余る、治せない患者だし、最初の分析セッション終了の時点、つまりこの論文
執筆の時点では治ってもいないことが良く分かっていたのである。にもかかわらず、フロイトは
なぜこの患者を引き受け、あまつさえ彼について論文まで書いたのだろうか。｢狼男｣ 論文がフ
ロイトにとって無理をしてでも書かねばならぬほど重要であった理由は、通常は次のように説明
される。この時期のフロイトは彼の陣営から離反したばかりのアルフレート・アードラー、カー
ル・グスタフ・ユングとの深刻な理論闘争の真っ只中にあった。1914年には、まさに二人の裏切
り者を排撃するために「精神分析運動の歴史に寄せて ZurGeschichtederpsychoanalytischen
Bewegung」という論文が書かれたのである。アードラーは簡単に言えば、性的な問題よりも多
くの人が子供の頃に感じたであろう劣等感をどう克服すべきかを説いたわけだし、ユングもセッ
クスや幼児期の問題を重視しなかったのだから、患者の幼年期に起こった出来事、それもとりわ
け性的な体験が彼の病気、とりあえずは強迫神経症の決定的な原因になったことが証明できれば、
それは著者が論文冒頭に付けた注のなかで述べている通り、二人の離反者たちが精神分析に加え
た ｢解釈変更｣ に対する有力な反証となるはずだったのである。彼らとはまた別の意味でフロイ
トの積年の宿敵だったアカデミックなドイツ精神医学の代表者、ミュンヒェンのクレペリンとベ
ルリンのツィーエンが治せなかった患者を治療できれば、という名誉欲も彼にはあったことだろ
う。
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　けれども、フロイトが狼男に惹きつけられた最も深い、無意識的な理由は、彼のなかに自分の
ドッペルゲンガーを見、そして愛してしまったせいではないだろうか。モラヴィアの貧しいユダ
ヤ商人とウクライナの金持ち貴族の家が違うのは当然だが、フロイトの母方の祖先はオデッサ出
身だったし、二人の幼年時代には不思議なほど符合するところがある。アーネスト・ジョーンズ
のフロイト伝によれば「彼は羊膜をかぶって生まれたが、それは将来、幸福と名声を約束する出
来事と信じられていた｣（4）とある。母アマーリエの最初の子であり、自分は両親に愛された特別
な子供なのだというナルシシズムがフロイトの生涯を支えたのは確かであって、ウィーンへ移っ
てから、妹アンナの弾くピアノがうるさくて学校の勉強ができないと彼が文句を言うと、直ちに
ピアノが撤去されたというエピソードは、どの伝記にも書いてある。一方、パンケイエフも「自
分は『幸福の頭巾（羊膜）』に包まれて生まれてきた、と聞かされていた。それゆえ彼は、自分
は災いが何一つ起こるはずのない特別な幸運児だといつも信じてきた。淋病が自分の身体に生じ
た重大な損傷だと認めざるをえなくなって、はじめてこの自信は彼を見捨てたのである」（5）
　第二の符合はアンナ。フロイトのすぐ下の弟、ユーリウスは生まれて半年で死んでしまったの
で、先に名前の出た、その下の２歳違いの妹アンナが彼の子供時代の主要なライヴァルだった。
二人の仲の悪さについては幾つかの証言があるが、フロイトは母親以下、女性についての感情は
あまり語っていない。確かなのは、後に彼が六人目の、最後の子供をアンナと名付けたことだ。
この名前はウィーン大学時代の恩師の娘で彼の患者（ヒステリー）、「イルマの注射の夢」におけ
るイルマのモデルの一人でもあったアンナ・リヒトハイムに由来するとされるが、この末娘こそ
は子供たちのうちで唯一、父親の職業を継ぎ、後に国際精神分析学会に女帝として君臨すること
になるアンナ・フロイトである。パンケイエフの場合、男勝りの姉アンナとむしろ女性的な彼と
の関係は、通常の男の子／女の子関係の逆であり、５歳未満のある日「お姉さんが彼のペニスを
つかんで、もてあそんだ」（6）ことが思い出される。マゾヒストであった彼の場合　　姉によって
マゾヒストにされたとも言えるが　　このことは彼が姉に愛されたことを意味する。したがって
「姉の死の知らせが届いた時、ほとんど苦痛らしきものを感じなかった」（7）という彼の証言は、逆
に本心を知られまいとする抑圧の結果と見るべきだろう。翌年、彼は姉が死んだコーカサスを訪
れ、敬愛する（正しくは彼が自己同一化していた）詩人レールモントフの墓に熱い涙を注ぐとい
う「彼自身にとっても不可解な」行動をするが、父親は姉の詩をレールモントフの詩と比べて誉
めあげていたし、詩人はこの地に兵士として送られ、そこで決闘によって26歳で殺されたのだっ
た。つまり、姉が若くして自殺してしまったために、彼はシスターコンプレックスにとりつかれ、
以後、彼の選択の対象となる女性は妻テレーゼを含めて、すべてアンナの面影を投影される結果
になったのである。
そしてフライベルク（チェコ名プリボル）時代のフロイト家にもチェコ人の乳母がいた。今で
はレジ・ヴィッテクという名前まで特定されているこの老婆は敬虔なカトリック教徒で、幼いフ
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ロイトを教会に連れてゆき、1897年10月３日のフリース宛て手紙によれば「愛する神や地獄につ
いてたくさんのことを語った」（8）そうだ。夢だとことわってあるので事後的な投影と見るべきだ
し、フロイト家に彼女がいたのはせいぜい３歳までだから、そんな子供に大人のような性的能力
があるはずはないが、追加された翌日付け分には、さらに重大なことが書いてある。「彼女は性
的な事柄における僕の教師だった。僕が不器用で何もできなかったので、彼女は僕をしかった
（神経症的なインポテンツはいつもこんな風にして発生するのだ）」（9）。これに対し、パンケイエ
フの信心深い乳母も彼に聖書物語を話して聞かせたが、それは信じやすい彼に、就寝前に何度も
十字を切ってお祈りするだの、部屋中の聖像（イコン）すべてに接吻してまわるだのといった強
迫症状をもたらした。だが同時に、４歳半の彼は「キリストにもお尻はあったか」という問いを
乳母に発し、さらに「キリストもうんちをしたか」（10）と問おうとしたのである。フロイトの解釈
によれば、この問いは誕生日がクリスマス・イヴであることから自分をキリストと同一視した狼
男の同性愛的な肛門性交への欲望、およびスカトロジー、糞便への関心へと結びつけられること
になる。また乳母は自分の前でおちんちんをいじってみせた彼に対し　　幼児の場合、これは性
的誘惑の試みである　　「そんなことをする子供は、そこに『傷』を受けますよ」（11）と脅したと
いう。彼女はフロイト流解釈にとって決定的に重要な、去勢威嚇をおこなった人物でもあるのだ。
　フロイトとパンケイエフの幼年時代の符合を論じるうちに、物語の主要キャストたちを紹介し
終えてしまったことになるが、狼男の物語を語り始める前に、この符合にも由来するフロイトの
患者への逆転移を再度、確認しておこう。彼が完成した著作や論文の刊行を延期したことは、こ
れまでにもあった。『夢解釈』（1899年刊行）もそうだが、特に顕著なのは、いわゆる ｢症例ドー
ラ｣（1901年完成、1905年発表）だろう。私はそこに常に同じ動機を見る。自分の心の秘密を覗
き見られることに対する怯えだ。もっぱら自分の夢を題材にしている『夢解釈』と違って、
「ドーラ｣ や ｢狼男｣ 論文では自分のことを何一つ語っていないように見えるにもかかわらず、
これらの論文ではフロイトの患者に対する逆転移、性的幻想の投影が顕著に認められるからであ
る。パンケイエフは最初の分析セッションで、つまりその前に予備面接があるから厳密には二度
目に会った時に、フロイトに肛門性交を申し入れ、頭の上に排便うんぬんと言ったそうだ。この
エピソードはアーネスト・ジョーンズの伝記にも書かれて有名になったが、元は1910年２月13日
付けのシャーンドル・フェレンツィ宛ての手紙に書かれた話だ。ジョーンズの不正確な引用のた
めに少なからぬ誤解も生むことになったが、フェレンツィとの往復書簡が刊行されて、正確なコ
ンテクストを復元できるようになった。正しくは彼は「ユダヤ人の詐欺師め、お前を後ろから犯
し、頭の上に大便してやるぞ」（12）と言ったわけだ。オプホルツァーのインタヴューによれば、後
の狼男氏はこの発言を全く記憶していないので、フロイトの妄想であった可能性もあるが、それ
でもフロイト側の逆転移を確認するには十分だろう。もともとパッシヴな同性愛者かつマゾヒス
トであったフロイトは、同じ性的志向の持ち主　　実はこれこそ二人の符合の最たるもの　　で
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あるパンケイエフとの間に同性愛の幻想を見、そのことを彼と少なくともプラトニックなレヴェ
ルでは同性愛の関係にあったフェレンツィという、発言内容が十分に理解されるはずの相手に伝
えたのである。先の羊膜の話に関連づけるならば、狼男のこの発言は次のように読み解くことも
できる。「幸福の頭巾とはつまり、彼を世界から守ると共に彼にとって世界を覆い隠してしまう
ヴェール（Schleier）であった」（13）。羊膜は母親の胎内にいた時のように彼を守ってくれるが、
それが意味するものは世界から逃避し、母胎に回帰したいという願望であり、羊膜をつけている
限り彼をこの世から隔ててしまうという両義的な働きをしたのである。当時のパンケイエフは心
因性の慢性化した便秘に苦しんでおり、付き添っている医学生に浣腸してもらうという方法でし
か排便できなかったが、「このヴェールは浣腸によって腸の中身が腸から出てゆく瞬間にだけ破
れ、彼は自分がまた健康で正常になったと感じたのだった」（14）。フロイトの解釈図式に従えば大
便は子供であるから、彼が望んだのは、ヴェールを破って新たな子供として生まれ直すことだっ
た。だから彼がフロイトの頭に排便したいと言ったのは、精神分析を彼の心のなかにわだかまっ
ていたものを吐き出して、生まれ直し、健康になるためのトイレとして使いたいという申し出で
あったわけだ。同時に浣腸／排便は擬似的な肛門性交であるから、この申し出は転移性恋愛、す
なわち肛門性交し、かつされたいという同性愛的なラヴコールとも分かちがたく結びついていた。
フロイトはこの含意のすべてを理解し、彼のラヴコールを受け入れたのだ。
　フロイトが1917年から19年にかけてウィーン大学でおこなった講義の記録『精神分析入門』の
最終講 ｢精神分析療法｣ は明らかに狼男の治療失敗を踏まえて書かれた気配があるが、これを借
りて精神分析治療の手順を再確認しておこう。神経症患者が苦しんでいるのは、患者のリビドー
（性＝生のエネルギー）が現実の対象に向けられず、抑圧されて、もっぱら患者にとって迷惑な
諸症状を形作ることに注ぎ込まれているからであった。この症状を解消させるためには、この症
状の源となった葛藤を突き止め、それを意識化、言語化して解決させればいいというのが、精神
分析の最も古典的な治療定式だが、この時代のフロイトは事はそんなに簡単ではないことに、す
でに気づいている。「抑圧をもたらした諸過程の記憶痕跡を頼りにして、このように抑圧のプロ
セスを点検してみても、それは部分的にしか成功しません」（15）。無意識に押し込められている記
憶については ｢痕跡｣ しか入手できないわけだから、事後的に意識下を探って抑圧の真の原因を
探り出すという作業は、ほとんど成功しない。そこでフロイトは二段階の治療過程を構想する。
第一段階：分析医は患者に、自分に対する転移を起こさせ、患者のリビドーを症状からひっぺが
して、愛または憎の感情転移のもとに集結させる。狼男の場合、この第一段階は大成功である。
しかし、もちろんこのままにしておくわけにはいかないのであって、最終的には分析医は患者の
自我（意識）にリビドーを返し、自由に医者以外の対象にリビドーが向けられるようにしてやら
ねばならない。第二段階についてのフロイトの説明によれば、転移は神経症の原因となったもと
の葛藤を再演・再活性化し、意識化させるものだから、今度は ｢抑圧を封じること Ausschal-
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tungderVerdrängung｣ ができる。「リビドーは無意識へ逃げ込むことによって、再び自我の支
配から逃れるということはできないのです」（16）。だから、この第二段階の間にもとの葛藤につい
て、患者が前とは別の解決を選択できれば、神経症は消えるはずであった。けれども、もし第二
段階が無事に完了せず、治療過程が第一段階にとどまるならば、患者は麻薬中毒患者のように永
久に分析医にべったり依存したままになってしまう。フロイトが狼男とテレーゼの恋愛、結婚を
奨励したのも、それで自分への転移が終わると思ったからなのだが、この対象選択は最初から彼
のシスターコンプレックスに縛られたものだった。狼男は最後までテレーゼの背後に別の女性を
見ていたわけだから、自殺した彼女の気持ちもよく分かるではないか。フロイトと狼男の相思相
愛こと転移／逆転移の方もいつまでも終わらず、しまいにはパンケイエフは自分をフロイトの同
盟者とまで見なすようになってしまった。ガーディナー編の回想記の一節を引こう。
　フロイトは精神分析についての私の理解を高く評価し、こうまで言ってくれた。僕の弟子た
ち全員が君ぐらい正しく、僕の教えの本質を理解してくれれば良いのだが、と。健康な人間が
フロイト理論を受け入れないのは、それが彼の虚栄心を傷つけるからだ、というような会話も
かつてしたことがある。でも、神経症患者は違う。第一に神経症患者は無意識のなかに隠され
た欲動の力とその目標設定を、いわば自分の身をもって感じるし、第二に患者はもう精神分析
治療に身を委ねているわけだから、自分自身の力だけでやっていく（＝オルガスムスに達する
fertigzuwerden）ことができないのを認めたことになるんだ。（17）
　「自分自身の力だけでやっていく」ようにさせることが第二段階の目標なのだが、ひとたび転
移性恋愛が確立してしまうと、狼男はその先に進もうとしなくなった。フロイトを愛し、フロイ
トに愛されていること、そのために病気のままでいることが彼にとっての快なのだから、現状を
変えようとする分析医に抵抗するようになった。そこでフロイトが採ったのが、分析セッション
の終了日を設定するという強引な方法で、そのことはもちろん ｢狼男｣ 論文にも書いてあるが、
1937年の論文「終わりある分析と終わりなき分析 DieendlicheunddieunendlicheAnalyse」に
ほぼ同内容の記述があるので、それを引用して、ちょっと長すぎるほどの導入部の結びとしよう。
しかし、この段落の終わりではフロイトは完全な嘘を書いている。1914年の時点で狼男が治った
と思い込むほど、彼はおめでたい人間ではなかったはずである。それでも、彼にはひとまず分析
を打ち切って、症例研究を書かねばならぬという彼なりの事情があった。まさにそのための ｢終
わりある分析｣ だったのだ。
　ある年の秋に始まる分析セッションの冒頭に、許された時間内にあなたがどこまで進歩する
かに関わりなく、来年を治療の最終年とすると私は患者に申し渡した。彼は最初は私の言うこ
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とを信じなかったが、私の意図の動かしがたい真剣さを確信すると、彼の態度に待ち望んだ変
化が現われてきた。彼の抵抗は減少し、最後の数カ月の間に彼は自らの幼児期神経症を理解し、
自らの現在の神経症を克服するために必要と思われるすべての記憶を再現し、すべての関連を
見出すことができたのである。1914年の盛夏、われわれ皆と同様、迫り来る戦争という出来事
を予感することなく彼が私のもとを去った時、私は彼が完全に、そして永久に治ったものと
思っていた。（18）
２．狼の夢　　「狼になること」
　私が見たのは、こんな夢です。あたりは夜で、私は自分のベッドに横になっていました（私
のベッドは足の方が窓に向いており、窓の向こうには古いクルミの木が並んでいました。夢を
見たのは、冬で夜だったと思います）。突然、窓がひとりでに開きます。そして私が見て、ひ
どくぞっとしたのは、窓の前の大きなクルミの木に幾匹かの白い狼がすわっている様でした。
六匹か七匹いました。狼たちは真っ白で、むしろキツネかシェパードみたいに見えました。と
図４．狼男自身による「狼の夢」のスケッチ
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いうのはキツネみたいに大きな尻尾をしていたし、何かを見張っている犬みたいに耳がぴんと
立っていたからです。大きな不安、明らかに狼に食われるという不安に圧迫されて、私は叫び
声をあげ、目を覚ましました。（19）
　年表に書いた通り、パンケイエフが４歳の誕生日ごろに見た、そして彼に狼男というニック
ネームを与えることになる夢である。この夢が分析を始めてまもなく思い出されたことは、フロ
イトの次の記述からも分かる。「患者はこの夢をとても早くから伝えていたし、この夢の背後に
彼の幼児神経症の原因が潜んでいるという私の確信をすぐに受け入れてしまった。われわれは分
析が進む間に何度もこの夢に立ち戻ったが、これを完全に理解することに成功したのは、ようや
く治療の最後の数カ月においてであった」（20）。論者はすでに何度も、フロイトの治療が結局は失
敗であったと述べてしまった。抑圧されたもとの葛藤を引き出して、患者自身も納得するような
形でそれに決着をつけることができなかったのである。だとすれば、最初の ｢確信｣ が間違い
だったのか、それとも後の ｢理解｣ が正しくなかったのか、その経緯を検証することが残された
課題である。まずフロイトは通常の夢解釈の手順通り、患者に夢の細部について自由連想を求め
ているので、それを簡単に要約しておこう。
　なぜ狼？　　意地悪な姉は、立ち上がって耳をぴんと立てた狼の絵を何度も見せて、患者をこ
わがらせたことがあった。それはグリム童話『赤ずきん』の挿絵であったようだ。
　なぜ狼は白いのか？　　父に連れられて屋敷の近くで飼われていた羊の群れを見に行ったこと
があった。羊に伝染病が流行したので、父は獣医を呼んで予防注射をうたせたが、かえってその
後の方が多くの羊が死んだ。後者の話は父＝治療者フロイトの権威に対する疑念の表明と解する
ことができるが、図版２の羊毛のコートに身を包んだパンケイエフの写真との符合も印象深い。
　なぜ狼が木の上に現われたか？　　祖父から聞いた次のようなおとぎ話を思い出した。ある仕
立屋の仕事場に狼が飛び込んできたので、仕立屋は狼の尻尾を引きちぎった。その後しばらくし
て仕立屋は森で狼の群れに追いかけられ、木の上に逃げのぼる。狼たちは一匹ずつお互いの背中
に登ってピラミッドを作り、仕立屋のところまで届かせようとする。仕立屋は一番下になってい
るのが、かつて尻尾を引き抜いた老狼だと気づいて「その老狼の尻尾をつかんでみろ」と叫ぶと、
老狼は尻尾を抜かれたことを思い出して逃げ出し、狼たちのピラミッドは崩れてしまう。フロイ
ト的解釈によれば、尻尾を引き抜くとは去勢の表現であり、夢のなかの狼たちが立派な尻尾をし
ているのは、去勢威嚇に対する補償ということになる。
　なぜ狼は六、七匹いたのか？　　もう一つの童話『狼と七匹の子やぎ』が思い出される。七匹
の子やぎの内、六匹は狼に食べられてしまうが、最後の一匹だけは時計の箱のなかに隠れて助か
る。また、狼は子やぎたちを騙して家に入るために前足を小麦粉で白くするので、白という要素
もある。一方、素人画家だった狼男は後に夢の場面のスケッチを描いているが、そこでは狼は五
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匹である。これは事後的な夢の訂正と考えられ、この数のギャップは以後の解釈で問題になる。
　この夢についてのフロイトの解釈の紹介は次回に譲らねばならないが、その前に1926年に発表
されてフロイトを怒らせたオットー・ランクの解釈を覗いておこう（21）。この夢を構成している
のは、実は分析が始まってからの ｢昼間の残滓｣ で、狼男はフロイトを喜ばせるべく子供の頃に
見た夢だと偽った、あるいは子供の頃の夢に ｢昼間の残滓｣ を逆投影したのだとランクは言う。
クルミの木とはフロイトの診察室から見えるクリの木、ベッドは分析の際に横になる寝椅子、狼
たちはフロイトと彼の部屋に写真が掛かっているその側近たちということになる。確かに1913年
５月にはランク自身を含む五人の弟子とフロイトは、秘密結社めいた協議会を結成していたので
ある。フロイトにとっては痛いところを突いた、鋭い解釈だと思う。狼男はこう回想していた。
「彼が私に語ったところによれば、フロイトはもともと寝椅子の横の足の方に座っていたので、
分析医と被分析者はお互いの顔を見ることができた。この状況を利用してある女性患者があらゆ
る可能な　　もしくはより正確に言えば、あらゆる不可能な誘惑の試みをした。同じことが永久
に起こらないようにするために、フロイトはこの足の方の位置を反対側に移したのだ」（22）
　しかし、患者の側からすれば、フロイトが足の方にいようが頭の後ろにいようが同じことだ。
フロイトはその声、語りによって患者を誘惑するのだから。もともと自我がきわめて脆弱だった
狼男は時計の箱のなかに隠れた子やぎのように、子供の頃、戯れに「お前を食べちゃうぞ」と
言ったかもしれぬ父の生まれ変わりである狼＝フロイトに愛される喜びと同時に食べられ、のみ
込まれる不安を感じながら窓の外のクリの木を見ていたのである。フロイトにとってはどうして
も解釈し、その背後に潜む原光景を引きずり出さねばならぬ夢ではあったが、狼の夢は夢それ自
体としても美しく、印象的な夢であった。執拗なフロイト批判者であるドゥルーズ／ガタリも狼
男に関してだけは、ちょっと点が甘いように見受けられるのも、「狼になること」を描いたこの
夢自体の魅力のせいではあるまいか。「彼にはこういうこともわかっていた。自分が真の固有名、
＜狼男＞という名を獲得しつつあり、それは彼の本名よりもずっと固有のものであるということ
が　　何しろこの名は狼という属をなす多様体を即座に把握することで、最高の特異性に到達し
ていたのだから」（23）
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